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　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成１８年　１月　１２日　（木）

　　　　司会　藤原　香織　　　　記録　赤坂　真吾

	藤原香
	佐々木
	市　島
	高　橋
	岩　藤
	大　坂
	太　田

（裕）
	スバベイ
	本　川
	白　山

	○
	準夜
	公休
	深夜
	公休
	○
	公休
	○
	○
	公休

	田　島
	赤　坂

（千）
	木　村
	小　舘
	熊　野
	赤　坂（真）
	久　保
	下　平
	川守田
	柳　沢

	公休
	○
	深夜
	準夜
	公休
	○
	○
	外来
	学校
	公休


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・村上　元道様～本日15:00～歯科受診です。

・浅野　秀子様～慢性気管支炎の疑いあり、本日9:00胸部X-P行っています。異常所見なし。

・小坂　君子様～イヤリングを購入したいとの事で八戸市街への外出を希望しています。御家族と相談し近日中に外出届を出す予定です。
・山火　るい子様～血圧変動なく落ち着いてきた為、測定を３検から１検で良いと主治医よりありました。

＜注目患者様ケース検討＞

・佐々木　淳様～1/2外泊より帰院後、53.5kg→57.0kg（3.5kg増）と体重増加しています。また、独語・気分高揚あり飲水量・間食要求頻回にあります。

状態観察するとともに、間食の量を確認し摂取する時間を検討していきます。

また、清潔について入浴個別指導を導入していますが、洗髪・洗身ともに不十分な状態の為、その都度指導要しています。

＜SST短期目標評価　Bグループ＞

· スタッフからの声掛けで短期目標の評価できています。

· 自己評価Bと話す患者様に対し、スタッフが一緒に振り返りを行う事により「出来ていた」と実感し自己評価をAと改める方もいます。

· 次回、Aと評価した方はステップアップ出来る様に、またB.Cの評価だった方は何故出来なかったのかを踏まえた上で短期目標を設定できるようにアドバイスするようにして下さい。

＜ビデオ学習＞

今日の精神科入院医療

精神保健福祉法に基づいて

強制入院、身体拘束、行動制限等を精神保健指定医の指示のもと行う場合がある。

→指示なしに行う事はできない。また、指示も口頭ではなくカルテに記載し記録として残さなければならない。

医療保護入院

精神保健指定医による診察の結果、自発的な入院が行える状態に無いと判定された者に対して、保護者の同意があればその者を入院させる事ができる入院形態。

精神保健福祉法は、人権に配慮した適正な医療を確保するとともに、精神障害者の社会復帰の促進を図るという観点から平成7年、それまでの精神保健法から改正され施行された。

　我が国の精神福祉医療は、法の精神に則り精神障害者や国民全体の保持・向上を目的として人権に配慮した誠実な医療環境を提供する為、努力する必要がある。


































